１．はじめに JABEE における審査項目としてエンジニアリング・ デザイン教育が必須とされ １) ，教育機関ではさまざま な取り組みがなされている． しかしエンジニアリング・ デザインとは何であるのか，また科目として教えるこ とは何か，についての共通認識はできていないように 思われる．JABEE の審査方針のみに振り回され，エ ンジニアリング・デザインとは何であるのか，なぜ英 米では工学教育に"Engineering design"が必須と考 えられているのかを議論することなく，ものづくり演 習のみが実施されているようにも見受けられる． 本論では，エンジニアリング・デザイン教育とその 効果的な教育カリキュラムについて提案する．まず， エンジニアリング・デザインの定義を述べ，エンジニ アリング・デザイン・プロセスについてまとめ，欧米 に多数あるエンジニアリング・デザイン教科書では何 を教えているのかを考察する．つぎにエンジニアリン グ・デザイン教育とものづくり教育あるいは創成教育 との違い，JABEE における評価観点を議論する．そ して最後にエンジニアリング・デザイン教育に対する 評価観点および統合的なカリキュラムを提案する． ２．エンジニアリング・デザインの定義 本論では「エンジニアリング・デザインとは， (メー カにおいて)クライアントの要求に適合するシステム やコンポーネント，プロセスを開発するプロセス」と 定義する．これは ABET の Criteria ２) における定義 "Engineering design is the process of devising a system, component, or process to meet desired needs." の直訳敷衍である．JABEE の定義 １) とは異なるが， ABET の定義によれば"Engineering design"は「オー プンエンドなプロセス」などではない． "to meet desired needs" ，つまり，工学的製品を購入(使用)す るクライアントの必要(needs)をかなえる設計解を 作り出すプロセスである．あるいは，メーカにおける 製品開発のプロセスである．品質マネジメントシステ ムISO9001に記される「顧客要求事項及び適用される 規制要求事項を満たした製品を提供する」 ３) ためのプ ロセスと考えても良いだろう． すなわち， 「クライアントの要求(顧客要求) 」が何 であるのかを解き明かし，クライアントの要求には述 べられていなくとも製品が満たさなければならない 「制約条件(規制要求) 」を定義し， 「最適な設計解」 となるゴールを目標設定し，そのゴールに到達可能な アイデアを考案し，そのアイデアから設計解を完成さ せ， 完成させた解が要求に合致するものであるかを 「評 工学教育におけるエンジニアリング・デザイン教育 Engineering Design Education for Japanese Tertiary Education 別 府 俊 幸 ※１ Toshiyuki BEPPU

